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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年1月25日(2018.1.25)

【公表番号】特表2017-501218(P2017-501218A)
【公表日】平成29年1月12日(2017.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2017-002
【出願番号】特願2016-558533(P2016-558533)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  17/093    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/47     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 253/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/61     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 251/68     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  23/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  35/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 209/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 249/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  29/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 331/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 265/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 263/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 207/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   17/093    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  255/47     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ  253/00     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  255/61     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  251/68     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  211/38     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   23/24     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   35/24     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  209/42     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  249/12     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   29/50     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  331/06     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  265/10     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  263/00     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  207/02     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  201/00     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月8日(2017.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（I）の構造を有する化合物であって、
【化１】

　式中、
　Ｒ１が、Ｎ３、ＳＣＮ、ＮＣＯ、ＮＯ、－Ｃ（＝ＮＯＲ２）（ＣＮ）、または－ＣＨ（
＝ＮＯＲ２）であり、
　Ｒ２が、（Ｃ１～Ｃ１０）アルコキシ、置換型もしくは非置換型（Ｃ１～Ｃ３０）アル
キル、置換型もしくは非置換型アリール、置換型もしくは非置換型アルケニル、置換型も
しくは非置換型アルキニル、置換型もしくは非置換型シクロアルキル、置換型もしくは非
置換型シクロアルケニル、置換型もしくは非置換型シクロアルキニル、置換型もしくは非
置換型ヘテロ環、置換型もしくは非置換型ヘテロアリール、置換型もしくは非置換型アリ
ール（アルキル）、置換型もしくは非置換型アルキル（アリール）、または置換型もしく
は非置換型ヘテロアリール（アルキル）である、前記化合物。
【請求項２】
　Ｒ１が、Ｎ３、ＳＣＮ、－Ｃ（＝ＮＯＲ２）（ＣＮ）、または－ＣＨ（＝ＮＯＲ２）で
ある、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１が、－Ｃ（＝ＮＯＲ２）（ＣＮ）、または－ＣＨ（＝ＮＯＲ２）である、請求項２
に記載の化合物。
【請求項４】
　ＯＲ２が、カルビミドイル（carbimidoyl）シアニド、カルバルデヒドオキシム、（ベ
ンジルオキシ）カルビミドイル（carbimidoyl）シアニド、またはカルバルデヒドＯ－ベ
ンジルオキシムである、請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ２が、ベンジルである、請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項６】
【化２】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
【化３】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
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【化４】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
【化５】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
【化６】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０のいずれか一項に記載の化合物を製造するための方法であって、
　［１．１．１］プロペラン、
　コバルト系遷移金属化合物またはマンガン系遷移金属化合物、
　水素化物源であるシランおよび
　ビシクロ［１．１．１］ペンタンが置換基で置換されるように、前記置換基の全部また
は一部を与え得る試薬、を混合することを含み、
　前記試薬が、トシルアジド、スルホニルアジド、アジ化リチウム、アジ化ナトリウム、
アジ化カリウム、アジ化セシウム、アジ化亜鉛、チオシアン酸カリウム、亜硝酸ナトリウ
ム、（Ｅ）－（フェニルスルホニル）メタナールＯ－ベンジルオキシム、（Ｅ）－Ｎ－（
ベンジルオキシ）－１－（フェニルスルホニル）メタンイミドイルシアニド、ｔｅｒｔ－
ブチルイソシアネート、および置換されていてもよいスルホニルオキシムから成る群から
選択される、方法。
【請求項１２】
　前記遷移金属化合物が、
【化７】
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及びＭｎ（ｄｍｐ）３から成る群から選択される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記シランが、ＰｈＳｉＨ３である、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記試薬が、トシルアジド、スルホニルアジド、アジ化リチウム、アジ化ナトリウム、
アジ化カリウム、アジ化セシウム、アジ化亜鉛から成る群から選択される、請求項１１～
請求項１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記試薬が、チオシアン酸カリウムまたは亜硝酸ナトリウムである、請求項１１～請求
項１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記試薬が、（Ｅ）－（フェニルスルホニル）メタナールＯ－ベンジルオキシム、（Ｅ
）－Ｎ－（ベンジルオキシ）－１－（フェニルスルホニル）メタンイミドイルシアニド、
またはｔｅｒｔ－ブチルイソシアネートである、請求項１１～請求項１３のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記試薬が、置換されていてもよいスルホニルオキシムである、請求項１１～請求項１
３のいずれか一項に記載の方法。
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